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さ ぐ り が わ

三国川ダムのかたち
ダムを建設するときには、その地形・地質や環
境に１番あったダムのカタチを考えます。三国川
ダムは当初の新潟県による予備調査で、重力式
コンクリートダムでの建設が予定されていました。
しかし実施計画に従い調査を進めていくうちに、
粘土、砂利、岩石を利用してつくるロックフィルダ
ムが最適だということになりました。

粘土や岩石を積み上げて造るロックフィルダムは、
周りの自然景観と溶け込みます。粘土は水を止め、
砂利はねん土が流れ出すのを防ぎます。 また、岩

石は、全体をおさえてダムを安定させる役割をもっ
ています。

大雨時の洪水が一度に下流に流れて引き起こ
す被害を防ぐために、ダム湖に一時的に水を
貯めておきます。

大雨が降ってもダムのおかげで安心して生活
することができます。

10月1日～5月31日の洪水のおきにくい期間は、
ある程度水をためます。

6月1日～9月30日の洪水のおきやすい期間に
なると、大雨をためるために、水位を下げます。

大雨がふると、ダムでせき止めて下流の川が
あふれないように水を放流します。

②流水の正常な機能維持

③水道用水

私たちのくらしにとって、水は欠かせないもの
です。ダム下流の南魚沼市の水道のもとにな
る水が送られます。

田畑の作物には水が必要です。また、魚や川
岸の植物などが元気に生きるための水も必要
です。

これらの水を三国川ダムから流すことによって、
日照りから農作物を守り、川がもっている本来
の姿を維持する役目をはたします。

ダムがくらしに欠かせない理由の一つに電力
開発があります。五十沢第2発電所では、最大
出力9,100kwの発電をおこない、地域に安定し
た電力を送ります。

三国川ダムの役割

三国川ダムは、福島県尾瀬地方と群馬県水
上町と接する山あいにあります。越後三山を源
にする三国川の洪水を防ぐためと、水を利用す
るために作ったダムです。

大雨が降ってもダムのおかげで安心して生活
でき、人々の暮らしの中で大切な水や電気を起
こす役目も果たしています。

三国川ダムの位置

419.5 mダム上部の長さ

10 mダム上部の幅

6,900,000 ㎥ダムの高さ体積

119.5 mダムの高さ

439.5 mダム上部の標識

ダム

19,800,000 ㎥
貯水池にためた中で
使える水の量

27,500,000 ㎥
貯水池にためられる
全部の水の量

貯水池

東京ドーム約１６杯分

約300人の子供が手をつないだ長さ

三国川ダムの大きさ

①洪水調節

④発電

①

③

②

昭和44年 大洪水発生

→三国川ダム建設の契機となる

昭和50年 ダム実施調査に着手

昭和52年 ダム建設工事に着手

昭和53年 ダム建設に関する基本計画を告示

昭和56年 ダム本体の建設工事に着手

昭和61年 定礎式

平成 2年 ダム堤体盛立て完成

管理用発電所等の建設に着手

平成 4年 試験湛水を無事終了

竣工式

平成 5年 地域に開かれたダムに指定

平成 6年 三国川ダム管理所発足

平成44年洪水 被害状況

被害状況 死者4名 重傷者9名 建物被害3300戸

三国川ダムの歴史

被害総額42億円



①常用洪水吐予備ゲート・選択取水設備

②非洪水期常用洪水吐

③管理所

④エレベータ

⑤常用洪水吐ゲート

⑥利水放流ゲート ⑦非常用洪水吐

⑧監査廊

⑨埋設計器室

⑪発電所ムに水を貯めているとき、ダム
にはとても大きな力が働いていま
す。そこで、ダムの安全を確認す
るために、ダムの中には多くの施
設、観測装置が設置されています。

ダ

常用洪水吐予備
ゲート（写真左）は常
用洪水吐が故障した
ときや点検するとき
に使うものです。ダ
ムにたまった水は深
さによって温度や水
の汚れが異なります。

この設備は、洪
水が起きにくい
時期（冬の間な
ど）に水を流すも
のです。

管理所では、毎
日24時間、いろ
いろな観測機を
使って気象など
に関するデータ
の収集を行って
います。

ダムの中につながるエレ
ベータは、最大15人乗りで
す。70秒間で地上から約
100ｍ下に降りることがで
きます。

ダムに流れ込んでくる水を一時的にため、
川があふれたりしないように十分に注意
しながら水を流す役目を持っています。

このゲートは、農業用水、
水道水などの利用に必要
な水を流す役目を持って
います。

大雨などでダムに流れ込む
水の量がとても多く、ダムか
ら水があふれそうな時に、
水がダムを乗り越えないよ
う、この設備から水を流し、
ダムの安全を確保します。

ダムの点検・補修のため、ダム
の内部には通路が配置されて
います。監査廊内の気温は
12℃くらいで一定していて、夏
は涼しく、冬は暖かく感じます。

ダムに設置されている計
器類のデータは、この部
屋から管理所に送られ整
理されます。

ここでは、ダムの中を浸み
てきた水が集まります。集
まった水は排水ポンプで下
流に流します。

三国川ダムではダムから
流す水で電力を起こし、ダ
ムの仕事に必要な全ての
電力をまかなっています。
また、となりの五十沢第２
発電所では、最大出力
9,100ｋｗ（約3000世帯
分）の電力を起こし、私た
ちの暮らしに安定した電
力を送ります。

ダムが載って
いる地盤を
通ってダムの
中に浸みてき
た水の量を測
定します。

ダムの中にある観測機器

●地震計

地震が発生すると、
その大きさを測定し
データを管理所に送
信します。そのデータ
を元に地震の影響が
無いか、点検作業が
行われます。

●漏水量測定器

ダムの中心（ねん土
の部分）を通ってダ
ムの中に浸みてきた
水の量を測定します。

⑩堤内排水ポンプ

選択取水設備（写真右）では様々な深さか
ら水を取り込むことができます。取り込んだ
水は利水放流ゲートから流します。

その状況にあわせてゲート（水門）を
コントロールし、水を放流するなどし
て下流の地域で水害が起こらないよ
う防いでいます。

洪水が起きやすい時期（台風や梅雨
の時期）には、ゲートを閉じ、ここから
水が流れないようにして、常用洪水吐
から水を流します。

（じょうよう こうずい ばきよびげーと・せんたく しゅすい せつび）

（ひ こうずいき じょうよう こうずい ばき）

（かんり しょ）

（えれべーた）

（じょうよう こうずい ばきげーと ）

（りすいほうりゅうげーと ）

（かんさ ろう）

（ひ じょうよう こうずいばき）

（まいせつ けいき しつ）

（ていないはいすい ぽんぷ ）

（はつでん しょ）

（じしん けい）

（しんとう すい けいそく き）

（ろうすい りょう そくてい き）

さ ぐ り が わ

このゲートは、大
雨などでダムに
たくさんの水が流
れ込んだときに
動かします。

●浸透水計測器


